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室賀地区は上田市の西部、通称川西地区の北西部 に、室賀川によっ

て形成 された扇状地 にあ ります。 この地区は上田市で ももっとも古 い、

約 7, 000年 前の縄文時代早期の茅山式上器を出上 した谷鬼 (や ぎ)
遺跡の所在す るところとして注 目を集めていま した。 しか し、本格的

な遺跡の調査 は、 1974年 (昭 和 49年 )の 神宮寺古墳 (上 田市指
定史跡 )の 清掃調査のほかにな く、考古学的な解明が待たれていま し
た。

平成 2年度、 この地区で もほ場整備が行われることとなり、初の遺

跡発掘調査を実施 しま した。そ して平成 3年度遺物整理作業 と報告書
の作成を行 い、 ここに御報告す る次第です。

調査 は秋真 っ盛 り、室賀の山々の紅葉の燃え盛 る 10月 、 日影遺跡
の調査に着手 し、雪降る 12月 の終 りに田中遺跡の調査を終了 しま し
た。結果 については本文中で報告 しますが、 日影遺跡では縄文時代中

期後葉の住居址が検 出され、一部 は床 に石を著 きつめた敷石住居が、

上田市では 3例 目に検 出され、それ と同時に縄文式土器が多 く出土 し

ま した。一方、田中遺跡では遺物には恵 まれなか った ものの、おそ ら

くは平安時代末の条里 に伴 うであろ う溝址が数条検出され、室賀谷開

拓の槌音が響 くよ うで した。

本調査 に際 し、 ほ場整備実行委員会や下室賀 自治会の皆様には、調

査が円滑 に進捗す るよう御尽力いただきま した。 さらに、調査にあた

っていただいた諸先生方・ 作業員の皆様には、谷 に吹 き下ろす西風 に

雪のち らつ く厳寒の時期、現場で御苦労頂 きま した。 ここに関係各位

に衷心より感謝 申 し上げ、序 といた します。

平成 4年 3月

上田市教育委員会教育長  内藤 尚
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1 本書は長野県上田市大字下室賀字日影、字田中における平成 2年度団体営土地改良総合整備
事業下室賀地区に伴う、日影遺跡ほか発掘調査報告書である。

2 平成 2年度は、上田市教育委員会が赤羽衰を調査団長として、日影遺跡ほか発掘調査団を組
織 し、平成 3年度は、上田市教育委員会が塩入秀敏を調査団長として、上田市遺跡発掘調査団

を組織 し、調査を一部委託して実施した。なお、事務局は上田市教育委員会社会教育課が担肖

した。

3 調査は、 1990年 (平成 2年 )10月 11_日 から1991年 3月 25日 まで、及び同年 8

月 26日 から1992年 3月 25日 までの 2ケ年度にわたって実施した。この間の調査は調査
団の指導のもと、主に中沢徳士が担当した。

4 遺構の実測はセクション図を小山倍子が行い、平面図を新日本航業船に委託して実施した。
5 遺物の実測・ 観察は尾見智志 。久保田敦子・市村みつ子・ 田中弥重子が行い、市村・ 田中が
トレースした。なお、一部を小川忠博の撮影写真をもとに実測した。

6 図版の版組は市村・ 田中が行った。
7 遺構・遺物の写真は中沢が撮影した。また、石器については小川の撮影したものを使用した。
8 遺物の洗浄は現場作業員が、注記・ 接合・ 整理は整理作業員が行った。なお、石膏による復
元は樋口員知子が行った。

9 本調査にかかる資料は上田市立信濃国分寺資料館に保管してある。
10 本書の編集発行は事務局が行った。

11 本調査に当たり、次の皆さんに御協力・ 御助言をいただいた。記して感謝する次第である。

森島稔、長野県教育委員会文化課、下室賀地区ほ場整備実行委員会、下室賀自治会、上田市

立清明小学校 (順不同・ 敬称略)

12 平成 2年度調査に係る「 日影遺跡ほか発掘調査団」の組織は次のとおりである。

顧 問  五十嵐幹雄 (日 本考古学協会員、上田市文化財保護審議会委員 )

岩佐今朝人 (日 本考古学協会員、上田小県誌考古編編纂冨1主任 )

赤 羽 奈 (平成 2年 10月 10日 まで上田市教育委員会教育長 )

小 林 陽 三 (上田市教育委員会教育次長)

塩 入 秀 敏 (日 本考古学協会員、上田女子短期大学助教授 )

猪 熊 啓 司 (上小考古学研究会員、長野県長野高等学校教諭 )

川 上 元 (日 本考古学協会員、社会教育課課長補佐兼文化係長)

倉 沢 正 幸 (長野県考古学会員、上田市立信濃国分寺資料館学芸員)

中 沢 徳 士 (社会教育課学芸員)

塩 崎 幸 夫 (社会教育課主事)

久保田敦子 (社会教育課主事)

口

団 長

副団長

調査員

担当者

調査員



13 平成 3年度調査に係る「上田市遺跡発掘調査団」の組織は次のとおりである。

顧 問  五十嵐、岩佐 (いずれも前出)
団 長  塩 入 秀 敏 (日 本考古学協会員、上田女子短期大学助教授 )
副団長  川 上 元 (日 本考古学協会員、上田市立博物館長)
調査員  猪熊、倉沢、中沢、尾見智志 (平成 3年 4月 1日 より社会教育課主事)、 塩崎、久

保田

監 事  久 保 浩 美 (上田市文化財保護審議会委員、元文化課文化財保護係長)、 岩佐
14 本調査に係る事務局の体制は次のとおりである。

事務局長 須 藤 清 彬 (社会教育課長)
同 次 長 川 上 元 (社会教育課文化係長、平成 3年 3月 25日 まで)

寺 島 隆 史 (社会教育課文化係長、平成 3年 4月 1日 から)

事務局員 中沢、塩崎、久保田、小林香保利 (平成 3年 3月 25日 まで)、 尾見智志 (平成 3年
4月 1日 から)(社 会教育課文化係 )

15 現場作業 (遺物洗浄まで)に参加・ 協力していただいた方々 (順不同、敬称略 )

西沢勝、竹内三郎、関茂樹、小山倍子、成沢伯、清水芳敏、野田三男、小山康直、間島亥三

郎、宮崎四郎、土屋友春、中村澄子、中村くにみ、五十地市太郎、竹内勇、清水閲二、土屋幸

保、小山幹雄、山崎由江、池田才治郎、関西男、久保田芳美、久保田悦子、西沢庄吉、荒井隆

美、小山泰、篠原延夫

16 整理作業に参加・ 協力していただいた方々 (順不同、敬称略)

荒井かぎ子、小野沢恵美子、唐沢裕子、小林明子、大井敬子、市村みつ子、樋口員知子、樋

口若子、田中弥重子、清水閲二、窪田幸子

17 今回の調査により、多くの遺構 。遺物が検出された。遺構の完掘状況はすべて掲載したが、

出土状況等は除いた。また遺物は、遺構に伴う代表的なものを中心に選択して報告した。
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遺 構

1 遺構の略号は、住居址=SB― 、炉址=FP一 、土壊=SK― 、集石=SX一 、ピット=P
―、溝址=SD一 、住居址のピット=P、 埋甕=Po― とし、続く番号は任意で、欠番も生じ
ている。なお、炉址 =FP― 及び埋甕=Po― については、住居址内のものについては「住居
址」の項で取り上げ、住居址が判明せず、単独で検出したものについては「炉址」及び「埋甕」

の項で取り上げた。

2 遺構の版組は国家座標の北を基準に行ったが、紙面の都合により例外もある。
3 遺構実測図は原則として原図1/20も しくは1/10と し、縮尺1/3と した。
4 住居址の範囲が明確でない場合は、推測される住居址の範囲を破線で示した。
5 遺構の主軸方位は、国家座標の北とのなす角度で示した。
6 意向を示す規模の単位は、原則としてmであり、この他はその単位を示した。
7 焼土は網点のスクリーントーンで示した。
8 遺構写真の縮尺は任意である。

遺 物
1 遺物実測図は、原図1/1、 縮尺1/3を原則としたが、例外はスケールで示した。
2 土器の実測方法は、縄文土器については任意、土師器・ 須恵器については4分割法を用い、

右 1/21こ 断面および内面を、左 1/21こ 外面を記録した。

3 黒色処理のある土器は網点のスクリーントーンで示した。
4 石器写真は原判1/と、縮尺1/3と した。
5 遺物観察表の法量の単位はすべてclllで、 3段構成の上から口径 (狐径)、 器高 (残高)、 底

径 (裾径)を記し、残存 していない場合は「―」とした。器質の「胎」は胎土を、「焼」は焼

成を、「色」は色調を表す。また (外)(内 )は土器の外面、内面を示す。
なお、色調は遺物の基本的な色調を、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・ 財団法人日

本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖』 1991年 を用いて判別した。
6 遺物図版番号と遺物写真図版の番号は一致している。
7 遺物写真図版の縮尺は任意である。
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第 一 章

第 1節 調 査 の 原 因 と経 過

1 調査に至る経過
平成 2年 6月 、上田市農政部農村整備課担当職員から「平成 2年度団体営土地改良総合整備事
業下室賀地区」の埋蔵文化財について、上田市教育委員会社会教育課 (以下「市教委」という。 )

に問い合わせがあった。早速担当職員が過去の分布調査の成果と現地を確認 したところ、事業地

区内には「 日影遺跡」が存在 していることが判明した。 しかし、その範囲については過去の分布

調査が遺物の表面採取によるものであったため、改めて試掘による範囲確認調査を行うこととな

り、 7月 5日 ～ 6日 、ミニバックホーによるトレンチ調査を実施した。その結果、字日影におい
て縄文時代の、田中において平安時代の遺物包含層が、それぞれ確認された。この結果をもとに、

上田市、市教委の担当課・ 担当職員および地元ほ場整備実行委員会委員の出席により遺跡の保護

協議を実施 し、下記の計画で調査を実施することとした。

発 掘 調 査 言十 画 書

発 掘 調 査 地 上田市大学下室賀字日影及び字田中

遺 跡 名 日影遺跡・田中遺跡

遺 跡 の 状 況 地目 (水田・畑)破壊状況 (一部破壊 )

調査の目的及び概要

開発事業団体営土地改良総合整備事業下室賀地区に先立ち 4,000Hf

以上を発掘調査して記録保存をはかる。

道跡における発掘作業は平成 2年 11月 30日 までに終了する。
調査報告書は平成4年 3月 31日 までに刊行するものとする。

調 査 の 作 業 日 教 発掘作業60日 、整理作業 122日 、合計 182日 (平成 2年度 )

調 査 に要 す る費 用 16,200,000円

調査報告書作製部数 平成 3年度に 300部刊行

発 掘 調 査 の 主 体 者 上田市教育委員会

経 費 の 負 担 割 合 農 政 部 局 側 負 担 額 (原 因 者)12,798,000円 (79%)

文化財保護部局側負担額 (農家負担分 )3,402,000円 (21%)

備 考 調査の結果、重要な遺構等が検出された時は、その保存について

改めて協議するよう配慮する。

一方、平成 2年 10月 11日 には、この調査に際し市教委が新たに組織した『 日影遺跡ほか発掘調
査団』の赤羽衰調査団長と上田市との委託契約が成立し、同日調査準備に着手した。

説
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国庫補助金関係 県費補助金関係 川西土地改良区 発 掘 調 査 団
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2 調査の経過
(1)平成 2年度の経過

本調査に係る平成 2年度の契約、補助金の申請事務等は次に示すとおりである。

(2)平成 3年度の経過

平成 2年 9月 7日 、平成 3年度の遺物整理・ 報告書刊行に係る遺跡の保護協議を県教委・川西

土地改良区・ 上田市 。市教委の担当者により開催し、整理作業 125日 、事業費 4,000,000円 (農

政部局側負担額 3,160,000円 =79%、 文化財保護部局側負担額 840,000円 =21%)で、平成 3年

3月 31日 までに調査報告書を 300部刊行することとした。

平成 3年度調査に係る契約、補助金の申請事務等は次に示すとおりである。

回庫補助金関係 県費補助金関係 川西土地改良区 発 掘 調 査 団

日日
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不
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伝

金

成

保

助

平

庁

補

日日
旦
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不

「
２
内

年
第
の

３
文
金

成
教
助

平
３
補

墓整亀多当岳繋解魯
26日

孫勧聾柔響:塾母
付 付日

号

２０

７４

請

月

２

申

１１

第

付

生
証
坐
父

３

社

金

成

改

助

平

上

補
蔓肇蓬晏鍋岳轟即B12日

義陰磐垂打良整
日付 騨‐２

悩
定

月
離
決

１０
縮
付籐

孟

需

平成 4年 3月 25日 、本報告書を刊行してすべての調査を終了した。
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2節 調 査 の 方 法

遺跡名は長野県教育委員会作成の遺跡台帳に記載されている名称『 日影遺跡』『 田中遺跡』と

した。また、記録の便宜を図るため、遺跡記号としてHI― KA― GEの HKG、 TA一 NA―
KAの TNKを 組み合わせて与えた。各種の記録や遺物の注記等はこの記号を用いている。両遺

跡の調査地区の設定については、予め試掘ピットを掘り、おおよその範囲は把握してしたものの、

ビットの密度が極めて粗かったため、本発掘に際しては改めて トレンチ調査を行い、遺跡の性格

と土層の把握をし、併せて面的調査の範囲=調査区の設定を行った。

面的調査については、表土、耕作土の排除はすべてバックホーを用い、その後の作業は人手に

よった。なお、面的調査に際しては、グリッドを設定 し、遺物の取り上げ、遺構測量に利用した。

このグリッド杭の設定については、国家座標のメッシュに従い、遺跡周辺の三角点の座標値から

調査区南側に引っ張り、この点を基準点として 3× 3mの グリッドを設定した。
なお、最終的な遺構全体測量、石組遺構等については専門業者に委託して実測を行い、現場作

業の迅速化を図っている。

第 3節 調 査   日 誌

平成 2年

10/11 日影遺跡のバックホーによる表土剥、遺構検出作業着手

10/17 日影遺跡のパックホーによる表土剥終了

10/22 専門業者による6× 6mのグリット杭打ち

11/5 3× 3mの グリット杭打ち
11/13 田中遺跡のバックホーによる表土剥開始。戸倉町より森島稔氏来訪、指導を受ける。

11/14 専門業者による日影遺跡遺構検出面空測用写真撮影

11/16 田中遺跡の遺構検出作業に着手

11/17 日影遺跡住居址、炉址等の遺構掘り上げ着手、同時にグリットごとに掘り下げ開始

11/19 田中遺跡表土剥終了

12/3 戸倉町より森島稔氏来訪、指導を受ける。
12/6 専門業者による日影遺跡空測用写真撮影、発掘器材を田中遺跡に移動
12/7 日影遺跡遺構掘り上げ、午後現地説明会約60名参加
12/10 田中遺跡の溝址、ピットの遺構掘り上げ

12/12 年前雨のため中止、午後 3名排水作業

12/19 現場清掃作業

12/20 専門業者による日影遺跡空測用写真撮影、器材を撤収
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平成 3年

1/7 川西公民館にて土器洗い開始
2/1 埋蔵文化財整理室にて遺物整理作業開始
2/27 土器洗い終了

2/28 平成 2年度の作業終了

8/26 平成 3年度の作業着手

t  遺物整理、遺物図化 P観察、遺構造物図 トレース、
平成 4年

3/25 報告書刊行

第 4節 基 本 的 層 序

両遺跡の基本的な土層は第 2図に示したとおりである。

1耕作土

2溶脱層

3遺物包含層

4砂礫層

遺物撮影、版組、執筆

C.L

一
１ ０

一２０

一
３０

一蠅

1

2

3

4
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第二章

第 1節 自 然 的 環 境

長野県東部に位置する上田盆地の南西部は、塩田地区と、川西地区に三分される。塩田地区が

盆地性で塩田平と呼ばれているのに対して、川西地区は浦野川が形成した谷平野と室賀谷を中心

として形成される地区である。浦野川は、上田小県地方では、依田川・ 神川に次ぐ大河川で、小

県郡青木村の大明神岳 (1,223a)、 ニツ石岳 (1,535m)、 御鷹山(1,623n)、 大沢山(1,440m)、 子檀嶺

(1,223m)、 などを源とする相染川、宮渕川、滝川、田沢川などを集めながら東北流し、中流域で、

阿鳥川・ 室賀川が合流し、下流域に至ってさらに産川を合流して上田市下之条で千曲川に注ぐ。

上流域の青木村沓掛あたりですでに谷平野を形成し始め、その幅は青木村中心部付近で約400■、

上田市浦野で約 900は、同吉田で約1,000n、 をはかる。また河岸段丘もよく発達し、中下流域では

2段を認めることができる。

今回ほ場整備事業に先立って発掘調査された日影・ 田中の両遺跡は、室賀川が形成した扇状地

が小泉の谷平野に向かって広がる上田市大字下室賀に所在し、室賀川と城山(933a)の 間に形成さ

れた段丘上中央部に位置する。一帯は西から東へ、また北から南へ緩やかな傾斜をなしている。

北側に名勝岩鼻から三ツ頭山(922n)に連なる城山の山魂が、また南側には飯縄山(932.8a)が 、西

側には大林山(1,330趾 )が屹立し、日照時間は冬至の時期 7時間程度となる。両遺跡は、こうした

室賀谷の中央に所在し、海抜は500mを はかる。

第 2節 歴 史 的 環 境

川西地方では人類が足跡を残した最も古い地点として認められるのは、約7000年前の縄文時代

早期後葉茅山式期の上器を出土した室賀谷の奥の谷鬼 (や ぎ)遺跡である。地形などから、より

古い時期の遺跡が発見される可能性はあるが、現在の時点ではこれを遡る時期の遺跡は確認され

ていない。縄文時代はその後の全期を通して遺跡が存在するが、中期後半に遺跡数が最も増加す

る傾向がみられる。後晩期には数的には減少するものの、平成元年に行われた発掘調査により中

期後半から後期前半にかけての 4軒の敷石住居址や 2基の石棺墓などが検出された大道下遺跡が

あり、また昭和55年の発掘調査の結果、後期後棄加曽利 B式期～晩期中葉大洞 C2式期の遺物を

出土し、上田市内でも数少ない該期遺跡の中で最も優秀な遺物を出土したことで知られている下

前沖遺跡がある。
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第 3図  日影遺跡周辺の歴史地図
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番  号 遺 跡 名 時  代 所 在 地 備 考

334 旗 鉾 遺 跡 縄文～平安 小泉字旗鉾

335 鍛冶山古墳 古  墳 小泉字鍛冶山

387 大道下遺跡 縄文～平安 小泉字大道下 平成元年度現地調査

338 和 合 遺 跡 縄文～平安 小泉字和合

339 将軍塚古墳 古 墳 小泉字和合

340 岳之里遺跡 平  安 下室賀字岳之里

341 岳之鼻遺跡 縄文～平安 下室賀字岳之鼻～池下 平成 3年度一部調査

342 岳の本遺跡 平  安 下室賀字岳の本

343 樋之詰遺跡 平  安 下室賀字樋之詰

344 神宮寺遺跡 平  安 下室賀字神宮寺

345 神宮寺古墳 古  墳 下室賀字神宮寺 昭和 49年度清掃調査
346 長谷塚古墳 古  墳 下室賀字長谷塚 湮滅

347 長谷塚遺跡 平  安 下室賀字長谷

348 日 向 遺 跡 平  安 下室賀字日向

861 原 遺 跡 平  安 下室賀字原

362 日 影 遺 跡 縄  文 下室賀字日影

368 寺 前 遺 跡 縄文～平安 下室賀字寺前

365 原 遺 跡 縄文～平安 岡字原

366 滝 遺 跡 縄文～平安 岡字滝

367 古 城 遺 跡 平  安 岡字古城

368 久 保 遺 跡 平  安 岡字久保

369 岡 城 跡 近  世 岡字城 一部上田市指定史跡

370 城 遺 跡 平  安 岡字城

371 城 古 墳 古  墳 岡字城

383 高 田 遺 跡 奈良・ 平安 小泉字高田 平成 2年度調査

384 長谷田遺跡 弥  生 小泉字長谷田

413 山 崎 城 跡 近  世 岡字山崎

436 山 崎 遺 跡 平 安 岡字山崎

438 田 中 遺 跡 平  安 下室賀字田中

*遺跡番号は県の登録番号による。

第 1表 日影遺跡と周辺遺跡一覧表
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弥生時代の遺跡としては、青木を含め10をわずかに上回る数の遺跡をあげることができるだけ

で、それも後期後葉箱清水式期の小遺跡が多い。その中にあって琵琶塚遺跡は昭和 61・ 62年にわ

たり発掘調査され、23軒の住居址が検出された大遺跡で、この谷平野のみならず上田小県地方を

代表する遺跡となった。また、平成元年に発掘調査された大道下遺跡からも多くの該期住居址が

検出され、浦野川の右岸河岸段崖沿いに大きな遺跡が展開する様子が明らかにされた。琵琶塚遺

跡からは東海地方西部に中心をもつ S字口縁台付甕形土器が出土しており、弥生時代から古墳時

代にかけての端境期の遺跡としても重要である。 S字日縁台付甕形土器は青木村の岡石遺跡から

の出土も知られている。また、琵琶塚遺跡からは近畿地方や北陸地方の影響を受けた土器もかな

りの量で出土した。

古墳時代の遺跡は古墳の数に比 して意外に分かっていない。湮滅したものも含め10基を数える

古墳の内、室賀谷の神宮寺古墳、青木村の塚穴古墳が調査された。ともに両袖式の横穴式石室を

もつが、前者は直線的な羽子板型石室を、後者は胴張りの石室を有する。特に後者の副葬品は勾

玉・ 切小玉 。ガラス小玉 。耳環等の装身具が見事である。また、和合将軍塚古墳は礫椰をもつ竪

穴式石室墳と推測され、かつて鉄剣 2日が出土 したと伝える。日向小泉には日向小泉 1～ 5号墳

など6基の円墳が存在し、当地区唯―の群集墳として注目される。さらに、すでに畑化していて

湮滅してはいたが人物埴輪・ 円筒埴輪を出土した八幡山古墳がある。これらの古墳は、やや古い

と考えられる和合将軍塚古墳は例外として、その他のほとんどは後期後葉～終末期に比定され、

6世紀末～ 7世紀代に築造されたものである。和合将軍塚古墳が竪穴式石室墳としてそのまま認

められるならば、 6世紀前葉以前にはすでに相当の権力の集中があり、その後は少々分散するも

のの継続して権力の存在をみることができると考えられる。浦野川谷平野の最も広い地帯を経済

基盤に築かれた古墳なので、対応する集落遺跡の解明がまたれる。

奈良・ 平安時代に至ると、集落数が急増する。技術の進歩により灌漑用水路の開墾や水田の開

発が急激に進んだ結果であり、水田化可能な谷平野はおろか、戦後開拓の手が入った室賀谷奥の

谷鬼の地にも千年前にすでに開拓者が入り込んでいる。 8世紀には上田に信濃国府、次いで信濃

国分僧寺・ 同尼寺が置かれ、東山道も保福寺峠越えでこの谷平野を通っており、その通過地点に

つては諸説があるが、最近では谷平野の真ん中を一直線に通ったと言われている。そうすると、

高田遺跡は東山道に直接面した集落であったとも考えられる。また、信濃16の勅旨牧の一つ塩原

牧も近くにあり、牧に関する数多くの地名等はその事実を如実に物語る。『 日本霊異記』に登場

する「跡目郷」の「他田舎人蝦夷」は、信濃国造氏につながるものと思われるが、塚穴古墳や塩

原牧とも何らかの関係にあったとも考えられるという。川西地区は『和合類衆抄」の小県八郷の

内の「福田郷」であり、一部分「跡部郷」にも含まれると思われるが、今ならば超一級国道とも

いうべき東山道沿いで中央の文物も入りやすく、当時としては開けた土地だったろう。古代末に

比定される小泉条里的遺構は、この室賀谷まで展開し、今に残るその名残の一つであると言えよ

う。
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2 炉址
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遺構番号 長径●a) 短径 (cn) 漂き(cめ 位置 (グ リット)

2号土鍍 0-17,18

土猿一覧表

集石一覧表

第 3表 選構一覧表 (2)

-21-

集石番号 長径(cm) 短径 (c口) 位置 (グ リット)

3号集石 380.0 D… 12,E-12,113

6号集石 0-21,22

7号集石 N-20,0-20



番 号 長 径 (cm) 短 径 (cm) 深  さ(cm) 番 号 長 径 (cm) 短 径 (cm) 深  さ(cm)

1 98.0 68.0 18.0 2 84.0 58.0 16.0

40.0 38.0 18.0 4 54.0 44.0 22.0

68.0 58.0 18.0 34.0 32.0 18.0

44.0 38.0 20.0 8 52.0 46.0 14.0

9 54.0 38.0 22.0 72.0 64.0 24.0

52.0 46.0 12.0 46.0 86.0

26.0 24.0 12.0 30.0 26.0 14.0

42.0 38.0 12.0 60.0 46.0 14.0

50.0 36.0 22.0 22.0 12.0

68.0 42,0 14.0 58.0 40.0 20.0

50,0 40,0 20.0 86.0 34.0 16.0

44.0 36.0 18.0 46.0 32.0 12.0

44.0 40.0 12.0 44.0 38.0

16.0 12.0 34.0 30.0

20.0 18.0 38.0 34.0

ピットー覧表

第 4表 遺構一覧表 (3)
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3 遺物一覧表

遺構NO

図版NO

器種

種類
法 量 器 質 文様・ 形態 ほか 備 考

第1号住居址

第16図-1

淋

縄文

口径
残高 9.5
底径
口郷

胎 ;雲母、礫を含む
焼 ;良好
色 ;の 7.5YR6/6橙
Q)7.5Ⅶ 6/3にぶい褐

波状口縁の頂部。耳状の突起
がつく。日縁部はやや内湾す
る。日縁に沿った帯状の無文
帯とこ1よ束J突文が施される。

第1号住居址

第16図-2

潜

縄文

口径
残高 8,0
底径
口縁部

胎 ;雲母、礫を含む
焼 ;磨野
色 ;$)7.5Y26/6橙
(山)7.5V27/3にぶい橙

口縁部はほぼ直立する。日縁
と平行に隆線が巡り、その途
中より2本 1組の隆線が垂下
する。

第 1号住居址

第16図-3

潜

縄文

口径
残高 12.3
底径
口縁部

胎 ;石英、雲母、礫を含む
焼 ;苫瞬
色 ;④ 7.5颯 6/6橙
(内)7.5Y26/6橙

日縁部に無文帯をもつ。胴部
は隆線によって区画し、荒い
縄文が施されている。口縁部
は内湾する。

第1号住居址

第16図-4

潜

縄文

口径
残高 7.2
底径
口郷

胎 ;雲母、礫を含む
焼 ;苫野
色 ;$)7.546/4に ぶい橙
Q)7.5粗 7/3にぶい橙

日縁部はほぼ直立する。日縁
と平行に隆線が存在し、その
直下には爪形文が施されてい
る。

第1号住居址

第16図-5

潜

縄文

口径
残高 7.0
底径
口劇

胎 ;雲母、礫を含む
焼 ;良好
色 ;(llJ 7.546/41こぶい橙
Q)7.研M/6褐

口縁部はわずかに内湾する。
口縁部文様帯の沈線の内側に
は縄文が施されている。

第 1号住居址

第16図-6

土偶

縄文

縦
横
厚さ
頭部

胎 ;雲母、礫を含む
焼 ;二瞬
色 ;(わ 10颯7/3～ 4/2にぶい黄橙
～灰黄褐 0)10Y26/4に ぶい黄橙

頭部のみである。目及び日は
凹で表現されている。顔面に
は沈線に因るイレズミ状の文
様が施されている。

第2号住居址

第17図-1

潜

緻

口径(36.0)
器高 41,4
底径 11.4
ロト螂1/2

胎 ;雲母、礫を含む
焼 ;朗
色 ;④ 7.546/8橙  7.5颯 5/4にぷい程
(山)7.5Ⅶ5/4にぶい褐

平底から胴部は外傾して開き
□縁は内湾する。口縁に1条
の沈線、胴部上位と下位に各
1条の波状の沈巡らす。

住居南張り出し部に倒置
して出土。

第2号住居址

第17図-2

潜

縄文

日径
残高 14.3
底径 9,4
底部～胴部

胎 ;石英、粗砂粒、礫を含む
焼 ;良好
色 :(llJ 7.545/41こ ぶい褐
(内)7.5YR5/6明褐

平底より立 Lがり、内弯気味
に開く口縁に移行する。底部
に溝状の凹。2本 1組の沈線
が垂下する。

住居北側隅に埋設。

第2号住居址

第18図-3

瀞

縄文

日径
残高 25,3
底径
口縁～胴部

胎 ;粗砂粒、パミス状の小粒を含む
焼が研
色 ;$)7.5Y26/3に ぶい褐
(内)7.5V25/1灰褐

胴部上位で最大径をとり、窄
まる日縁に至る。波状日縁の
波頂部は把手状を呈す。大き
な渦巻状の隆線が施される。

炉より出土。

第2号住居址

第18図-4

潜

縄文

口径(36.6)
器高 13.8
底径
口纏円阻/4

胎 ;雲母、礫を含む
焼 ;良好
色 ;$)7.5YR7/4に ぶい橙
0)7.5Ⅶ 7/3にぶい橙

口縁部内傾する。口縁部は隆
線によって区画されて無文帯
を呈し、そこから2本 1組の
隆線が垂下し沈線で充填する

炉より出五

第3号住居址

第19図-1

潜

縄文

口径
残高 23.4
底径  6.1
胴部～底部

胎 ;小石を含む
焼 ;良好
色 ;(わ 7.5Y26/6橙～ 7.5颯5/3に
ぶい褐 0)10颯7/3にぶい黄橙

平底よりす Lがり胴部上位で
丸みをもって開く。4単位の
隆線による渦巻きの文様構成
で沈線によって埋められる。

住居南西隅に埋説

第鮮報匪趾

第19図-2

潜

縄文

日径
残高  6.7
底径
口縁部1/4

雲母、小石を含む
餅
$)7.5Y26/6 橙
(山)7.543/4 暗褐

胎
焼
色

口縁部にて内湾し、日唇部内
側に段を有す。地文は縄文で
隆線にはキザミロが施される

炉より出島

第 5表 出土遺物一覧表 (1)
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遺構NO

図版NO

器種

顧
法 量 器 質 文様・ 形態 ほか 考備

第3号住居址

第19図-3

藩
　
　
緻

口径
残高 13.8
底径 ■.2
底部～胴部

胎 ;石英、粗砂粒、礫を含む
焼 ;良好
色 ;$)5Y25/6明赤褐
0)5Vる/4赤褐

平底より立 Lがり、直線的に
開きながら胴部に移行する。

住居北隅に既

第4看誕匪凱

第20図 -1

麟
　
　
緻

口径(37.0)
残高 22.1
底径
口縁～胴部

胎 ;白砂粒、細砂粒、礫を含む
焼 が寄
色 ;④ 7.5Ⅶ4/4褐
(07.5狙 4/44H

口縁部で緩く「く」の字状に
屈曲して窄まる。

第6f邦匪趾

第21図-1

聡
　
　
緻

径  4.8
厚さ 2.5

胎 ;雲母、礫を含む
焼 ;良好
色 ;7.5YR4/1灰褐

断面はH状を呈する。模様は
沈線を使って立体的である。

第6f謝匪肌

第21図-2

淋
　
　
緻

口径
残高  8.6
底径
口瑯

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼が群
色 ;④ 7.5粗6/4にぶい橙
Q)7.5VR4/3褐

日縁部は隆線によって区画さ
れた文様帯を構成し、内側は
沈線で埋められている。渦巻
きの把手状の突起がつく。

炉より出亀

第6却

第21図 -3

錦
　
　
緻

縦
横
厚
脚

(6.8)

(5。 4)

2.0

胎 ;雲母、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;④ 7.5V26/4にぶい橙
0)7.5VR6/4にぶい橙

胴部に2つの乳房を持ち、腹
部には沈線及び隆線による模
様を持つ。

炉より出亀

第8却

第22図 -1

耐
鍔
⑤
緻

口径
残高 25.6
底径  8.8
胴部～底部

胎 ;石英、粗砂粒、礫を含む
焼 ;澪野
色 ;④ 10Y27/4に ぶい橙
Q)10YR7/4に ぶい橙

平底で大きく開いて立上がり
胴部中位で内湾して窄まる。
1対の耳状の把手が付く。沈
線で区画され、地文は畿

第8抑

第22図 -2

耐
錦
③
緻

醒
霜
酪
脚

27.0

8.0

胎 ;礫、粗砂粒多量に含む
焼 ;j軒
色 ;④ 7.5YR6/6橙
Q)7.5Ⅶ 6/6橙

平底より立卜がり、胴部上位
で肩が張り、頚部で窄まる。
両耳状の把手が付く。沈線に
よる逆U状の区画が施される

埋設土器。

第7号埋凱

第23図-1

潜
　
　
緻

口径
残高  7.5
底径 ■.0
底部～胴部

胎 ;石英、粗砂粒、パミス粒を含む
焼 ;良好
色 ;④ 7.545/6明 褐
(内)7.5YR5/6明褐

上げ底の底部より立 Lがり、
直線的に開きながら胴部に移
行する。内側に煤状の付着物
がある。

埋設土鵠

第10号埋養址

第23図-2

樫
潜
　
緻

口径
残高 16.1
底径  4。 3
胴部～底部

胎 ;石英、粗砂粒、自色砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;$)10YR4/4褐
0)1045/4にぶい黄褐

底部より外反ぎみにす卜がり
胴部中位で内湾する。沈線に
よって区画され、その間に縄
文が施されている。

埋設土器。

第■号埋甕址

第23図-3

潜
　
　
緻

口径
残高 11.4
底径  5。 3
胴部～底部

胎 ;雲母、礫を含む
焼 ;接瞬
色 ;④ 7.5V26ん橙
0)7.545/4に ぶい褐

平底より立上がり、胴部上位
で肩がはり、顕部で括れる。
隆線によって渦巻状の文様が
表わされている。地文は沈線

埋設土縄

第8号埋4LL

第23図 -4

潜
　
　
緻

口径
残高 5,8
底径 9.4
胴部～底部

胎 ;粗砂粒、礫を含む
焼 ;良好
色 ;④ 7.5YR5/8明褐
Q)7.5YR6/8橙

平底より立 Lがり直線的に開
く胴部に移行する。2本 1組
の隆線が底部に降りている。

蟻

第 6表 出土遺物一覧表 (2)
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5 石器一覧表

遺 構 番 号 図 版 番 号 種  類 長 さ911 幅 cal 厚さclll 重さ g 石 質 ・ 備 考

SB-01 図版 1-0卜 01

図版 10■ 02

図版 10103
図版 10卜 04

図版 10卜 05

図版 1-0卜 00

図版 10卜 07

図版 10108
図版 10109
図版 1-0卜 10

図版 20111
図版 20卜 12

図版 21■ 13

図版 20114
図版 20Ⅲ 15

図版 30Ⅲ 16

図版 3-0卜 17

図版 3-OⅢ 18

図版 30119
図版 30卜 20

図版 3-0卜 21

打製石斧

横刃

打製石斧

凹石

打製石斧

凹石

石棒

擦石

打製石斧

凹石

打製石斧

石棒

3.0

6.2

5.0

6.3

6.3

7.4

6.0

7,7

8.4

8.9

11.6

8.3

8.0

9.8

11.5

7.5

9,1

7.0

10.4

9.4

8.6

5.8

4.1

4.3

3.8

4.7

3.6

3.8

5.6

4.1

4.1

4.4

8.5

5.0

8.7

9.5

6.0

4.5

7.1

4,9

4.6

7.5

1.2

0。 9

2.0

1.5

1.4

1。 1

1。 9

1.8

1.5

1.4

1.7

4.2

1.9

4.2

5,6

2.8

1.6

4.3

1,9

2.0

4.0

25

25

55

40

40

30

50

100

55

60

85

385

65

505

635

180

75

295

95

110

325

変質頁岩

輝石角閃石安山岩

変質買岩

輝石角閃石安山岩

輝石安山岩

輝石角閃石安山岩

変質頁岩

安山岩

変質頁岩

輝石安山岩

SB-02 図版 40201
図版 40202

打製石斧

磨石

9.3

6.3

4.2

5.8

1.8

2.1

105

105

変質頁岩

砂岩

SB-03 図版 403-01 石鏃 1.7 5 黒擢石

SB-04 図版 40牛 01

図版 40402
打製石斧

石鏃

9.1

2.6

4.1

1,7

2.0

0.3

105

5

変質頁岩

頁岩

SB-06 図版 4-06-01

図版 50602
図版 50603

打製石斧 6.6

10.2

12.3

5.8

5.1

5。 2

100

110

105

変質頁岩

SB-08 図版 5-0801

図版 50802
図版 5-08-03

磨石

打製石斧

7.2

10.5

10.1

2.7

6.1

5.1

2.1

2.6

2.5

60

193

165

砂岩

変質頁岩

第 7表  SB-01、 02、 03、 04、 06、 08出土石器一覧表
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遺 構 番 号 図 版 番 号 種 類 長さall 幅 all 厚 さall 重さ g 石 質 。 備 考

SD-01 図版 60
図版 6-0

図版 60
図版 60
図版 6-0

図版 6-0

図版 60
図版 60
図版 6-0

図版 6-0

図版 60
図版 70
図版 70
図版 7-0

図版 70
図版 70
図版 8-0

図版 80
図版 80
図版 801

図版 801

図版 9-01

図版 9-01

図版 90:

図版 90:

図版 9-0:

図版 9-0:

図版100:

図版10-0:

図版10-Oi

図版100〕

図版100]

図版1101

図版■-01

図版■-01

図版11-01

図版1101

図版12-OJ

図版1201

t-01

[-02

[-03

[-04

[-05

!-06

!-07

1-08

!-09

!-10

!-11

!-12

!-13

-14

-15

-16

-17

-18

-19

-20

-21

-22

-23

-24

-25

-26

-27

-28

-29

-30

-31

-32

-33

-34

-35

-36

-37

-38

-39

フレーク

磨石

フレーク

磨石

来成品

フレーク

打製石斧

フレーク

打製石斧

多孔石

磨石

打製石斧

石核

凹石

多孔石

打製石斧

磨石

打製石斧

凹石

打製石斧

敲石

打製石斧

多孔石

凹石

横刃

打製石斧

3.7

5.5

5。 8

1.9

4.6

5.5

2.0

6.0

6.0

6.0

7.9

7.0

6.5

8,1

13,7

13.5

8.2

8.8

7.2

12.4

16.7

10.0

8.2

8.6

12.7

15.5

9.7

11.2

15.2

13.7

16.1

7.8

3.0

10.5

11.4

9.5

10.4

11.0

2.6

3.9

5.2

1,3

4.7

4.8

2.0

3.4

4.4

4.5

3.2

3.2

8,3

6.4

12.4

6.4

4.0

4.1

5.0

7.8

10.1

4.5

3.8

6.8

7.2

10.3

4.9

4.8

5,1

5.4

5.3

6.0

2.4

4.5

9.5

9.5

5.6

5.4

1.0

0.9

1.4

0.6

3.6

2.8

0。 7

1,2

1.7

1.8

1,1

1.6

1.5

1.9

8.7

3.6

1.9

1.9

4.4

3.5

5.6

2.0

3.7

1,7

6.3

3.8

2.2

2.1

4。 4

2.1

3.4

1.7

1,3

1.8

6.6

4.8

1.8

1.51

13

21

60

5

110

100

30

25

48

76

26

43

85

56

1,565

412

53

82

140

395

i310

95

150

138

860

810

100

123

485

188

308

120

10

88

906

595

116

120

I

変質頁岩

″ (村雨石)

輝石角閃石安山岩

黒耀石

輝石角閃石安山岩

黒耀石

変質頁岩

緑色凝灰岩

礫質砂岩

砂岩

変質頁岩

輝石角閃石安山岩

変質頁岩

砂岩

変質買岩

輝石角閃石安山岩

変質頁岩

砂岩

変質頁岩 (村 雨石)

安山岩

変質頁岩 (付 雨石)

安山岩

変質頁岩

輝石角閃石安山岩

安山岩

変質頁岩

第 8表  SD-01出 土石器一覧表
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遺 構 番 号 図 版 番 号 種  類 長さ911 幅 an 厚さall 重さg 石 質 ・ 備 考

SD-01
図版 12-01

図版 12-01

図版1201

図版 13-01

図版 13-01

-40

-41

-42

-43

-44

打製石斧

凹石

多孔石

打製石斧

凹石

2.3

1.1

1.6

4.9

4.1

4.9

7.8

6.5

8.1

7.5

2.0

4.2

5.8

2.6

4.7

150

445

460

265

580

輝石角閃石安山岩

変質頁岩

SD-02 図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

図版

[3-02-01

13-02-02

13-02-03

13-02-04

14-02-05

14-02-06

14-02-07

14-02-08

14-02-09

14-02-10

14-02-11

[4-02-12

[4-02-13

14-02-14

15-02-15

15-02-16

!5-02-17

15-02-18

15-02-19

!5-02-20

!5-02-21

!6-02-22

16-02-23

!6-02-24

!6-02-25

6-02-26

6-02-27

7-02-28

7-02-29

7-02-30

打製石斧

石匙

打製石斧

凹石

(ス クレー′卜 )

打製石斧

凹石

打製石斧

凹石・ 設石

打製石斧

磨石

打製石斧

凹石

打製石斧

11.3

9.6

10.4

6.1

3.0

4.5

4.9

5.5

7.7

5.2

5.4

9.4

10.2

8.5

2.5

6.7

8。 9

8.0

4.8

9.3

14.4

9.1

10.3

9.6

10.1

10.5

13.4

7.9

9.6

12.6

4.2

3.9

3.9

4.0

4.5

3.2

3.7

4,9

5.5

5.5

5.5

4.4

4.9

7.6

1.8

4.1

5.8

4.4

5.2

7.4

5。 4

4.9

4.8

7.0

5,3

6.7

5.6

9.8

5,7

5。 1

1.8

1.7

2.1

1。 1

1.2

0。 9

1.2

1.3

1.8

2.0

1.8

1.7

1.8

4.4

0。 9

1.3

2.9

1.2

1.4

4.5

2.3

2.2

2.5

3.6

1.9

3.4

1.8

3.5

2.1

2.6

105

80

90

23

21

15

20

40

100

65

85

90

95

350

6

45

140

100

55

383

178

115

165

318

20

368

195

410

145

155

変質頁岩

頁岩

変質頁岩

輝石角閃石安山岩

チャー ト

変質頁岩

頁岩

変質頁岩

安山岩

変質貢岩

砂岩

変質頁岩

輝石角閃石安山岩

変質頁岩

砂岩

変質頁岩

″ (村雨石)

SX-03 図版170301 石棒 67.9 15.3 6,700 緑色凝灰岩

SX-06 図版170601

図版170602
凹石

打製石斧

7.0

10.2

3.5

8.0

1.5

4.6

輝石角閃石安山岩

変質頁岩

第 9表  SD-02、 SX-03、 06、 07出土石器一覧表
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第 35図 遺構実測図 (11)
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6
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第 10表  ピットー覧表
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遺構No
図版No

器種
種類
法量
残存

!器 質 成 形 ・ 形 態 整 形 技 法 ほ か

SD-01

-1

蓋

須恵

・
２

・
１
　
　
薪

３
１
　
孤
即

む含を粒砂
　
色
色

粗
　
灰
灰

ヽ
　
Ｎ７
Ｎ７

母
好
＞
＞

雲
良
＄
０

胎
焼
色

狐部は宝珠形を呈する (外 )機輯による撫で

P-23

-2

蓋

須恵

２
１
　
孤

一部

胎
焼
色

0.2～0.4の 礫を含む
良好
$)N6灰色
0)N6灰色

孤部はボタン状を呈す
る。

0)天丼部は機植による撫で、
孤部は撫で
0)犠強による撫で

SD-02

-3

郷

須恵

13.8
3.5
7.8
日1/3
底部党存

２
好
＞
＞

０
・良
９
０

胎
焼
色

の礫、粗砂粒を含む

N5～ N7灰色
N5～ N7灰色

し

口
る

湾

ヽ
す

内
り
反

り
が
外

よ
上

に

部
ち
か

ｏ

底
立
僅
り

の
ら

で
あ

底
が
部
欅

平
な
縁
火

(外)犠轄による撫で、底部回転
糸切リー左 ?
③)義轄による撫で

SD-01

-4

郭

須恵

12.0
4.9
7.0
日1/4
塩1/2

胎
焼
色

粗砂粒を含む。
良好
$)N8灰白色
0)N8灰白色

平底の底部より外傾し
て日縁に至り、ごく僅
かに外反する。

0)体部機械による撫で、底部
静止箆切り
①)機構による撫で

SD-01

-5

郷

須恵

一　
・
４

・
０
部
薪

１
７
底
服

胎 ;0,3の礫、粗砂粒を含む
焼 ;良好
色 ;(オ )N7、 N5灰色
0)N7灰色

やや上げ底の底部。 9)体部機強による撫で、底部
回転糸切リー右
0)競強による撫で

SD-02

-6

郭

須恵

2.9
10.6
底部
1/4

胎
焼
色

精良
良好
$)N5灰色
0)N5灰色

付高台。 9)犠強による撫で、静止箆切
り
0)機構による撫で

SD-01

-7

⑪
壷
　
無

。
９

・
７

一
暉
薪

胎
　
焼
色

0.2の 礫、細砂粒を僅か
に含む
良好
$)N7灰白色～N5灰色
0)N7灰白色～N5灰色

$)機韓による撫で、自然釉が
かかる
Cn)機構による撫で

P-31

-8

壷

須恵

一　
・
５

一　
司

　ヽ
色
色

礫
　
灰
灰

の
　
Ｎ６
Ｗ

２
好
≫
＞

０
・良
０
０

胎
焼
色

粗砂粒を含む 肩部に耳をつけ耳孔は
貫通、体部中位に△帯
を有す。

工具による叩き
横撫で

SD-01

-9

憂

土師

一
　

・

９

一

　

一
部

胎
　
焼
色

0.2～0.3の 礫、粗砂粒を
含む
良好
(1) 7.5YR6/4:こ おドいね避t色
(内 )7.5Y26/3に ぶい褐色

3)撫での後箆削り、頚部箆削
り、胴部撫で
0)横撫で

SD-01

-10

軍

土師

一
　

・

０

・

８

胎 0。 2～0.5の 礫、粗砂粒を
含む
良好
$)5YR5/6明 赤褐色
(内)7.5YP6/3に ぶい褐色

焼

色

平底の底部より外反気
味に立ち上がる。

0)箆削りの後撫で
m)ご く僅かに箆削りの痕跡が
ある ,

第 11表  出土遺物一覧表
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SB-01(S)

SB-01炉

(SW)
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SB-02 (真上)



SB-02炉 (S)

SB-02炉 (S)
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SB-03(S)



SB-03炉 (S)

SB-04(S)

-78-

SB-04炉 (S)



SB-06(S)

SB-06炉 (S)
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SB-08(E)



SB-08
張出部 (E)

FP-02(S)
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SK-02(S)



SD-01、 02
(NW)検 出状況

SD-01(NW)

-81-

SD-02(NW)



SX-03(SE)

SX-03(NE)
立石
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作業員の皆さん



田中遺跡全景
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SB-01-1

SB-01-2

-84-

SB-01-3



SB-01-5

SB-01-6

sB-02-1
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SB-02-2

SB-02-4

-86-

SB-03-1



SB-03-1

SB-03-2
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SB-03-3



SB-04-1

SB-06-2
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SB-06-3



SB-06-3

SB-08-2
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PO-1



PO-2

PO-3
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PO-4


